
それぞれの御理解・御協力をいただいて 

～ 今年度の研修センタ－事業をスタ－トいたします ～ 所長  平  正 博 

 

   

 

この時期の学校は格別の雰囲気が漂います。それは新入学や進級された子をはじめ、異動された教職

員など、新しくスタ－トを切られた方々が醸し出す清新で緊張した空気が校内にあふれるからです。そ

れらは、登下校の子どもたちの息遣いや友達との会話などから校外へと漏れ出でてきます。  

芽吹きを促す風もそれらの空気をよく運びます。地域には輝かしい光が連日投射され、そこに住まわ

れる方々の元気・やる気を誘います。ありがたいことでございます。 

今年度センタ－は、平野雄二 部長、和島由佳 庶務、そして私、平

正博の三名で事務室を預かります。私の留任でフレッシュさには欠け

ますが、研修講座事業をはじめ、調査研究事業等におきましても適切

な教育情報をお届けできるよう、気を引き締めて取り組んでまいりた

いと存じます。よろしくお願いいたします。 

さて、講座を希望されました教職員の皆様、教育への高い志に敬意を表します。また、本事業に御理

解・御協力くださいました校長先生、教育委員会の皆様にも厚くお礼申し上げます。この時期はご自分

の公務を行うだけでも心の仕事部屋は満室となります。にもかかわらず、「からっぽ」となる空き部屋を

融通され、その空間に講座の仕事を入れてくださいました。このような寛容な御理解・御協力があった

からこそ、研修講座事業が成立する訳でございます。また昨年度、管理職や同僚からの声がけで受講さ

れた先生が20％程おりました。研修講座事業へのご理解・御協力の賜物です。 

開催要項にもありますが、授業実践を計画している講座を改めて紹介いたします。 

いずれも今の子どもたちにとって極めて必要となる知識、推論、メタ認知、意欲、感情コントロ－ル

能力、人間関係形成力などの「基礎力・思考力・実践力」等の能力の育成が期待されます。授業提供の

学級経営１（小）、学習指導基礎（小）、学習指導応用（小）、国語科（小・中）、社会科（中）、 

算数・数学（小・中）、理科（小）、英語科（中）、小学校外国語活動（小）、道徳教育（中）、 

音楽科（小）、へき地・複式教育（小）、食育（小）、校内研修（小ｏｒ中）の１６本です。 
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講師先生をはじめ、会場校となる校長先生、教職員の皆様には特段お世話になります。深く感謝申し上

げます。なお、講座の申し込みは、今後とも受け付けてもおります。ご活用ください。 

 

後志教育講演会 ～学校力向上などで大きな実績を上げられている講師による講演会です～ 

 

期日   8 月4 日（火）１３：３０～１５：３０ 

講師 北広島市立大曲小学校 校長 横 藤 雅 人 氏 

会場 倶知安町文化福祉センタ－大ホ－ル（電話 0136－22－4151） 

 

経歴 1955 年北海道生まれ。北海道教育大学札幌分校にて教育方法学を専攻。北海道生活科・総 

合的な学習教育連盟、ｋｙｏｓｉｔｕ,ｃｏｍ運動、日本基礎学習ゲ－ム会員、教師力ＢＲＵＳ

Ｈ－ＵＰセミナ－、教育人間塾などで活躍中。学級づくりにおける「縦糸・横糸」織物モデルや、

「勉強しなさい」が不要となる家庭学習習慣づくりなどを提唱、高い評価を得ております。 

著書 ・「子供たちからの小さなサインの気づき方と対応のコツ～どの子も輝く学級づくり」 

・「５つの学習習慣 驚くほど子供が勉強をはじめる」・「学級経営力・低学年学級担任の責任」 

・「必ずクラスがまとまる教師の成功術～学級を安定させる縦糸・横糸の関係づくり」・・・  

年度はじめの学級づくりには大いに参考となる図書です。センタ－にあります。 

・「イラスト版からだに障害のある人へのサポ－ト～子どもとマスタ－する40のボランティア」 

 
☆ 5 月の講座紹介   

22 日（金） 「学校事務」研修講座 （開催要項Ｐ32） 

ねらい 学校事務の改善・充実を目指し、日常の実務を取り上げ、意欲的な学校 

事務を推進していく方法について研修する。 

講 師 上田 勝 （倶知安小事務職員）、柿本泰彦（北辰小事務職員） 

☆ ６月の講座紹介   

９ 日（火）「教職員の経営参画」研修講座 （開催要項Ｐ11） 

ねらい 変化の激しい時代の中、学校には一体となった組織的な力が求められてい 

る。それらを生かした学校運営の在り方や分掌間の連携について研修する。 

講 師 駒場秀剛 （倶知安中主幹教諭）、野口和昭（倶知安中教諭） 

 

１０日（水）「英語科」研修講座（1 日目） （開催要項Ｐ25） 

ねらい 子どもたちが 5 年後、１０年後に英語を用いて臆せずコミュニケ－ショ 

ンをとることのできる素養を育成することは不可欠である。それを英語科

教師チ－ムで追求していくことが本講座のゴ－ルです。 

講 師 佐藤寛子 （留寿都中教諭）、山﨑史朗（末広中教諭）  以下次号にて 

 

管内公立小中学校や後教研をはじめとする教育関係団体、教育研修センタ－、教育研究所などから平

 

 



成 26 年度の研究紀要が届いております。ご活用をお待ちしております。また、新刊書も多数購入して

おります。ホ－ムペ－ジ上にて御参照ください。貸し出しております。 


